
人口と世帯（平成 20年 11 月 1日現在）　1,735 世帯　（-1）　男 2,642 人（-2）　女 2,802 人（-2）　計 5,444 人（-4）
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　平成の名水百選認定を記念して、村内各地に湧水の水くみ場

を設置しています。ここ、花の谷公園は裏山の中腹より湧き出

るかつての水道水を使用しています。写真右は寄贈者、星野玉

吉さん（設計施工資材提供）、星野久樹さん（主柱ケヤキ大木

提供）桑原育男さん（利根町、高度技術施行）また、３名に対

し感謝状の贈呈も行われました。　　　　　　　　　　　　　
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休日の病院（緊急時）11月 　12 月

今月の 
納期は 

納期は 12月 1日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！ 

ミ　

ニ　

情　

報 

22 日（土）　月夜野病院

23 日（日）　内田病院

29 日（土）　国立沼田病院
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08 日（土）　利根中央病院

09 日（日）　月夜野病院

30 日（日）　沼田脳神経外科
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  れ　お 

命名

将来どんな人になってほしいですか

周囲の人を思いやる優しさを忘れ
ず、心も身体も強くたくましい男
性に成長してもらいたいです。

（父）千明　義栄　（母）留理子さん（東小川）のお子さん

怜生ちゃん 平成 19 年 11 月 5 日生まれ

男の子らしく、元気で生き生きと
したイメージと響きを気に入り、
この名前に決めました。

さつき

颯希 ちゃん 平成 19 年 11 月 13 日生まれ
（父）桑原　岳偉  （母）昭江　さん（築地）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

大きくなっても兄弟いつまでも仲
良く元気で明るく育ってほしいで
す。

命名

前から付けたかった名前だったの
でこの名前にしました。
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。
今
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活
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大
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者
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皆
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に
感
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申
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ま
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片
品
村
教
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委
員
会

13 日（土）　内田病院

14 日（日）　国立沼田病院

国 民 健 康 保 険 税 第 8期
固 定 資 産 税 第 4期

  いぶき 

命名

将来どんな人になってほしいですか

自分で決めた事を最後までやり通
すガッツのある人になってほしい
です。病気や怪我をしないで健康に育ってほしいです。

（父）萩原　博文  （母）由美　さん（土出）のお子さん

伊吹ちゃん 平成 19年 12 月 1 日生まれ

いろいろ悩んだ末に名前の響きで
決めました。漢字、生まれてから
画数を見て決めました。

り　お

莉旺 ちゃん 平成 19年 12 月 4 日生まれ
（父）星野　正史  （母）みずき　さん（下平）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか

朗らかで人の気持ちを思いやれる
優しい人になってほしいと思います。

命名

「りお」という名前をつけたかった
ので、いくつか字の候補をあげて、
その中で一番画数の良いものにしま
した。
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人事行政の運営状況

片品村人事行政の運営状況の公表
この公表は、片品村の人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

職員給与の状況（平成２０年４月１日現在）

任免及び職員数の状況（平成２０年４月１日現在）

・職員数（臨時を除く） （単位：人）

区　　　分

一般行政職
※平成１９年度全国平均 98.5　　群馬県平均97.8　

90.2 90.2

特定幹部職員
・期末手当６月期１．２月分、１２月分１．４月分
・勤勉手当６月期０．９５月分、１２月分０．９５月分

・世帯主である職員　扶養親族に応じて　　　１０，２００円～１７，８００円
・その他７，３６０円　（これは月額支給額であり、１１月から５ヶ月間とする）

ラスパイレス指数 （国家公務員給与水準を１００とした場合の片品村職員の給与水準）

・１回４，２００円

・勤務１時間につき当該職員の時間単価×１．３５倍（深夜勤務は１．６倍）

平成１８年度

89.9

・自家用車等で通勤する場合、片道２Km以上の通勤距離に応じ月２，０００～２４，５００円
・公共交通機関を利用して通勤する場合、交通機関に係る運賃等の額

・勤務日における時間外勤務手当１時間につき当該職員の時間単価×１．２５倍 （深夜は１．５倍）

・週休日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×１．３５倍 （深夜１．６倍）

平成１７年度

・伝染病防疫作業　日額３００円以内　・死体等処置作業　日額４５０円
・観光事業に従事する職員　給料月額の１０％以内

・勤務時間に応じて課長職１回　６，０００円　・課長補佐職１回　４，０００円

・課長職月額４１，５００円　課長補佐職月額３１，７００円

・新築住宅等住宅取得５年まで月額２，５００円
・借家等居住　家賃等に応じて支給２７，０００円上限

一般職員
・期末手当６月期１．４月分、１２月分１．６月分
・勤勉手当６月期０．７５月分、１２月分０．７５月分

手　　当　　名

扶　　養　　手　　当

通　　勤　　手　　当

91.6

住　　居　　手　　当

管 　 理 　 職 　 手 　 当

時 　 間 　 外 　 手 　 当

宿 　 日 　 直 　 手 　 当

寒 　 冷 　 地 　 手 　 当

管理職特別勤務手当

特 殊 勤 務 手 当

休 日 勤 務 手 当

期 末 勤 勉 手 当

（３）手当制度の状況

・配偶者　月１３，０００円　・その他　月６，０００円（配偶者無し１人目１１，０００円)
（被扶養者のうち１５歳～２２歳の者は５，０００円加算）

内　　　　容　　　　等

平成１９年度 平成１６年度
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(１）１人あたりの支給額 （２）初任給基準

平均給料月額

327,400

218,500

172,20044.2 歳

50.0 歳

平均年齢 大学卒

152,800

短大卒

140,100

137,200

高校卒区　　分

一般行政職

技能労務職

区　　分

一般行政職

技能労務職

区　分
平成１９年度
当初職員数

平成１９年度
退職者

平成２０年度
採用者

平成２０年度
当初職員数

一　般　職

保 育 士 等

保　健　師

技能労務職

合計

７８

１５

４

８

１０５

７５

１３

４

８

１００

４

２

６

１

１

人事行政の運営状況

03

始業時間 終業時間

一般行政職 午前８時３０分 午後５時１５分

（２）年次有給休暇の取得状況

区　分 平均使用日数 消化率 病気休暇 介護休暇  

一般行政職 36.8% 4 0

※平成１９年４月１日～平成２０月３月３１日の状況

服務の状況（平成１９年度）

処分者数 処分事由

免　職

降　任

休　職

降　給

失　職

免　職

停　職

減　給

戒　告

訓告等

福祉及び利益の保護の状況 (平成１９年度）

（１）福利厚生制度

受講者数 区分 受信者数

　９人 群馬県地方自治職員研修 93 人間ドック受診者

　４人 12 上記以外の者

１６人 合　計 105

２９人

 （２）公務災害補償制度

（２）勤務成績の評定

成績良好 成績不良

平成２０年　１月 １０５人 ０人

　 公平委員会に係る業務の状況（平成１９年度）

区　　    分

要求件数

０件

違反者数

１件 目の怪我

営利企業 従事 制 限

　　１０，０００円から
１５，０００円

育児休暇

0

○選挙権その他公民としての権利の行使○証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方
公共団体の議会その他の官公署への出頭○骨髄液の提供のための休暇○社会貢献活動のた
めの休暇○結婚休暇○出産休暇○職員が生後満１年に達しない子の保育休暇○妻の出産休暇
○妻の出産に係わる養育休暇○子の看護のための休暇○忌引休暇○父母の追悼のための法
要休暇○夏季休暇○地震、水害、火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊
○地震、水害、火災その他の災害又は交通機関の事故等により出勤することが著しく困難な場合
○地震、水害、火災その他の災害時において、退勤途上における身体の危険を回避する場合
○その他村長が定める場合

平成１９年度中に新規
及び継続中の職員数

区　　　分

 

０件

内容

件　数 災害の概要

助成

０件

その他

内　　　　　容

不利益処分に関する不服申立て

　

なし

信用失墜行為の禁止

職務に専念する義務

命 令 に  従 う 義 務

秘 密 を  守 る 義 務

政 治 行 為 の 制 限

争議行為等 の 禁 止

勤務時間その他の勤務条件の状況

無　給　休　暇

分限及び懲戒処分の状況（平成１９年度）

（４）特別休暇の種類

有　給　休　暇

○介護休暇○組合休暇

（３）その他の休暇

（１）勤務時間

区分
勤務時間

研　修　内　容　等

勤務条件に 関する 措置の 要求

なし

１

（１）職員研修の実施状況

合　　計

地方公務員災害補償
基金群馬県支部

総合検診

職 場 内 研 修

加入団体

研 修 所 研 修

研修委員会

各種 専門研修 専門知識等

評定時期
評定結果 成績不良に係わ

る主な事由

処　分　内　容

分限処分

懲戒処分

研　修　区　分

職員研修及び勤務成績の評定の状況（平成１９年度）

なし

勤務態度不良
なし なし
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14日
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「
練
馬
ま
つ
り
」
で
観
光
Ｐ
Ｒ

　

第
１
回
尾
瀬
国
立
公
園
俳
句
大
会

を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
応
募
数

が
小
学
生
の
部
１
，
８
４
２
句
、
中

学
生
の
部
１
，
９
３
９
句
、
一
般
の

部
７
４
０
句
と
多
数
の
投
句
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
小
中
学
生
の
部
を
沼
田

市
俳
句
会
会
長
田
川
江
道
氏
、
一
般

の
部
を
群
馬
県
俳
句
作
家
協
会
会
長

関
口
ふ
さ
の
氏
に
依
頼
し
、
左
記
の

方
が
入
選
致
し
ま
し
た
。
多
数
の
投

句
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

　
　
　
　

渋
川
市　

須
田　

千
亜
希

　
　

尾
瀬
沼
は
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

　
　

の
飛
行
場

　

利
根
川
水
系
上
下
流
交
流
事
業
（
東

京
都
と
群
馬
県
主
催
）
で
水
の
ふ
る
さ

と
ぐ
ん
ま
を
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
10

月
27
日
28
日
、
新
宿
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
む
ら
づ
く

り
観
光
課
と
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
出
品
者
き

ら
く
庵
、
片
品
村
誘
致
企
業
（
株
）
ニ

チ
ネ
ン
で
、
村
の
名
産
品
や
自
社
の
商

品
を
販
売
し
片
品
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
西
口
広
場
は
新
宿
駅
地
下
構
内

で
す
が
都
水
道
局
が
管
理
し
て
い
る
道

路
で
も
あ
り
ま
す
。
人
通
り
も
絶
え
る

こ
と
な
く
、
片
品
の
味
や
土
地
を
知
っ

て
い
る
人
、
県
内
出
身
の
人
な
ど
が
話

特産品コーナー

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
公
開
録
音

尾

瀬

国

立

公

園

俳

句

大

会

優
秀
賞　
　

吉
岡
町　

内
田　

優
次

　

ブ
ナ
若
葉
木
肌
に
さ
わ
り
深
呼
吸

　
　
　
　
　

吉
岡
町　

東
城　

優
花

　

水
芭
蕉
親
が
子
ど
も
を
つ
つ
ん
で

　

る

　
　
　
　
　

渋
川
市　

福
田　

桃
子

　

夏
の
尾
瀬
池
塘
に
映
る
白
い
雲

　
　
　
　
　

富
岡
市　

茂
木　

玲
奈

　

尾
瀬
ハ
イ
ク
「
夏
の
思
い
出
」
口

　

ず
さ
む

         　
　
　

藤
岡
市　

茂
木　

千
春

　

友
だ
ち
の
背
を
見
て
あ
る
く
尾
瀬

　

が
原

入　

選　
　

吉
岡
町　

熊
川　

諒 

　
　
　
　
　

片
品
村　

萩
原　

彩
絵

　
　
　
　
　

片
品
村　

萩
原　

大
貴

　
　
　

み
な
か
み
町　

高
井　

大
雅

　
　

福
島
県
福
島
市　

阿
部　

朋
樹

　
　
　
　
　

渋
川
市　

高
橋　

克
麻

　
　
　
　
　

沼
田
市　

川
田　

竜
士

　
　
　
　
　

沼
田
市　

木
村　

美
穂

　
　
　
　
　

前
橋
市　

今
井　

夏
希

　
　
　
　
　

前
橋
市　

冨
沢　

瑠
菜

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　
　

伊
勢
崎
市　

岩
崎　

友
紀

　

木
道
は
心
を
繋
ぐ
夏
の
尾
瀬

優
秀
賞　
　

前
橋
市　

大
島　

佑
介

　

尾
瀬
ヶ
原
鳩
待
峠
草
紅
葉

　
　
　
　
　

渋
川
市　

荒
木　

美
保

　

が
ん
ば
っ
て
み
ん
な
で
歩
く
夏
の

　

尾
瀬　
　

　
　
　
　
　

渋
川
市　

中
澤　

愛
美  

　

水
芭
蕉
見
て
誓
い
ま
す
自
然
保
護

　
　
　
　
　

前
橋
市　

関　
　

渓
太

　

ゲ
レ
ン
デ
に
ゆ
り
の
絨
毯
し
き
つ

　

め
る

　
　
　
　
　

高
崎
市　

藤
宮　

愛
理

　

湧
く
水
の
音
の
先
な
る
時
鳥

入　

選　

伊
勢
崎
市　

高
橋　

光

　
　
　
　
　

吉
井
町　

大
場　

葉
月

　
　
　
　
　

吉
井
町　

加
部　

健
太

　
　
　
　
　

太
田
市　

阿
左
見
航
平

　
　
　
　
　

太
田
市　

菅
谷　

一
樹

　
　
　
　
　

太
田
市　

森
本　

愛
理

　
　
　
　
　

太
田
市　

浦
野　

元
輝

　
　
　
　
　

前
橋
市　

新
井　

紀
子

　
　
　
　
　

桐
生
市　

小
林　

直
樹

　
　
　
　
　

渋
川
市　

関
口　

百
香

一
般
の
部

最
優
秀
賞

　
　
　
　
　

沼
田
市　

吉
野
香
風
子

　

木
魂
し
て
尾
瀬
の
真
清
水
響
き
合

　

ふ
優
秀
賞　
　

沼
田
市　

飯
田　

清
子

　

残
雪
や
至
佛
に
現
る
る
暴
馬

　
　
　
　
　

安
中
市　

須
藤
恵
美
子

　

地
の
精
の
言
葉
を
咲
か
せ
水
芭
蕉

　
　
　
　

伊
勢
崎
市　

飯
島
て
る
子

　

至
仏
山
父
の
貫
禄
天
高
し

　
　
　
　
　

高
崎
市　

髙
山　

操　

　

水
芭
蕉
尾
瀬
に
太
古
の
水
の
声

　
　
　
　
　

高
崎
市　

黒
岩　

喜
洋

　

叫
ぶ
ご
と
雑
木
芽
吹
け
り
尾
瀬
ヶ

　

原　
入　

選　
　

太
田
市　

相
澤　

礼
子

　
　
　
　
　

高
崎
市　

春
木　

征
子

　
　
　
　
　

高
崎
市　

桜
井　

晴
枝

　
　
　
　
　

高
崎
市　

大
野　

灯
瀬

　
　
　
　
　

高
崎
市　

工
藤　

葉
子

　
　
　
　
　

高
崎
市　

矢
島
祭
太
郎

　
　
　
　
　

渋
川
市　

高
橋　

成
知

　
　
　
　
　

前
橋
市　

福
島　

勝
男

　
　
　
　
　

沼
田
市　

小
林
ス
エ
子

　
　
　
　

中
之
条
町　

牛
木　

茂
樹

　

10
月
16
日
（
木
）
に
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
を
守
る
会
に
よ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
種
蒔
き
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
瀬
高
校
一
年
生
30
名
に
協
力
い

た
だ
き
、
９
月
に
弥
陀
ヶ
池
の
生
息

地
か
ら
採
取
し
た
種
を
圃
場
に
蒔
き

ま
し
た
。
こ
の
種
は
３
〜
４
年
圃
場

で
育
て
ら
れ
、
再
び
弥
陀
ヶ
池
生
息

地
に
戻
さ
れ
ま
す
。

　

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
で
は
、

復
元
に
向
け
た
地
道
な
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。季
節
柄
、夏
野

菜
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
リ
ン
ゴ

や
豆
な
ど
沢
山
持
っ
て
行
っ
た
物
が
完

売
し
ま
し
た
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
片
品
の
景
観

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
40
枚
を
展

示
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

写真展

　

10
月
19
日
、「
練
馬
ま
つ
り
」に
参
加

し
村
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

志
村
練
馬
区
長
や
尾
瀬
の
郷
親
善
大

使
の
秋
本
さ
ん
も
片
品
村
の
ブ
ー
ス
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
激
励
を
受
け
ま

し
た
。ま
た
、今
年
も
練
馬
区
群
馬
県
人

会
の
萩
原
さ
ん(

土
出
出
身)

に
早
朝

よ
り
ご
協
力
い
た
だ
き
、
片
品
村
を
広

く
宣
伝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

９
月
27
日(

土)

、
尾
瀬
国
立

公
園
誕
生
を
記
念
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

の
公
開
録
音
が
片
品
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
村
内
外

か
ら
約
５
０
０
名
が
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　

民
謡
の
第
一
人
者
が
多
く
出

演
し
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
と
伴

奏
や
お
囃
子
で
、
あ
ら
た
め
て

民
謡
の
魅
力
を
発
見
で
き
た
お

客
さ
ん
も
多
く
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
片
品
お
け
さ
保
存

会
に
よ
る
「
片
品
お
け
さ
」

も
披
露
さ
れ
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

◎
放
送
予
定

11
月
22
日(

土)

29
日(
土)

12
月
６
日(

土)　

午
後
０

時
30
分
か
ら

　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

おけさ保存会のみなさん

人がとにかく多い

一般の部最優秀賞の金子さん

受賞者と関係者の皆さん

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会

水
の
ふ
る
さ
と
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア
に
出
店

種
蒔
き
作
業
を
実
施

種
ま
き
の
様
子
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第
18
回
片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

　

片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
を
９

月
28
日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記

載
さ
れ
た
「
富
岡
製
糸
場
」
と
「
碓
氷

峠
鉄
道
文
化
む
ら
」
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。

　

子
ど
も
会
員
、
引
率
の
役
員
、
保
護

者
総
勢
76
名
が
２
班
に
分
か
れ
製
糸
場

内
を
職
員
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き

繭
か
ら
生
糸
に
な
る
ま
で
の
過
程
や
養

蚕
群
馬
の
歴
史
な
ど
を
学
習
し
工
場
内

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
文
化
む
ら
で
は
、
今
は
廃
線
と

な
っ
た
横
川
〜
軽
井
沢
間
の
鉄
道
の
歴

振
り
込
め
詐
欺
急
増
中
！  

手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害

者
の
心
理
を
巧
み
に
突
き
、

手
口
を
替
え
な
が
ら
繰
り
返

し
行
わ
れ
る
卑
劣
な
犯
罪
で

す
。

　

被
害
者
の
９
割
が
振
り
込

め
詐
欺
を
知
っ
て
い
て
、
そ

の
う
ち
７
割
が
電
話
を
受
け

た
時
、ま
っ
た
く
疑
わ
な
か
っ
た
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
県
・
市
町
村
・
税
務
署
・

社
会
保
険
事
務
所
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
職
員
等
を

装
っ
て
、
還
付
金
が
あ
る
か
ら
と
現
金

自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
誘
導
し
て

現
金
を
だ
ま
し
取
る
「
還
付
金
詐
欺
」

の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
警
察
官
や
銀
行
協
会
職

員
を
装
っ
て
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る

新
手
の
詐
欺
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
還
付
金
払
い
戻
し
の

連
絡
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
警
察
官
や

銀
行
協
会
職
員
が
暗
証
番
号
を
聞
く

こ
と
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
だ
け
は
被
害
に
遭
わ
な
い
。」

と
い
う
思
い
こ
み
を
捨
て
、
不
振
な

電
話
や
訪
問
を
受
け
た
ら
、
ま
ず
、

最
寄
り
の
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎（
２
２
）
０
１
１
０
㈹

　

群
馬
県
警
察
本
部
生
活
安
全
課

　

☎
０
２
７
（
２
２
４
）
５
４
５
４

　

群
馬
県
治
安
回
復
対
策
室

　

☎
０
２
７
（
２
２
６
）
２
３
５
６

碓氷峠鉄道文化むら

史
や
、
全
国
を
走
っ
た
電
車
や
機
関
車

の
展
示
車
両
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
29
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
流
会
が
10
月
25
日
（
土
）
片
品

村
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

片
品
村
か
ら
12
名
、
蕨
市
か
ら
23
名

の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

団
員
は
、
片
品
農
協
わ
く
わ
く
体
験

郷
で
、
う
ど
ん
作
り
や
野
菜
の
収
穫
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

自
分
で
作
っ
た
う
ど
ん
の
味
は
格
別

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

午
後
は
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
へ
移
動

し
て
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
車
し
、
標
高

２
０
０
０
ｍ
の
山
頂
駅
ま
で
上
が
り
、

片
品
の
自
然
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
交
流
を

深
め
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　

交
流
会
に
参
加
の
団
員
、
関
係
者
の

皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

　

本
部
・
地
区
役
員
の
み
な
さ
ん
は
、

朝
か
ら
大
変
お
疲
れ
ま
で
し
た
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

富岡製糸場
丸沼高原ロープウェー山頂駅

応
援
幕
が
い
っ
ぱ
い

　

平
成
20
年
度
敬
老
会
が
、
10
月
７
日

（
火
）片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

敬
老
会
員
５
４
３
名
、
来
賓
36
名
の
出

席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
敬
老
会
は
、
村
と
区
長
会
が
主

催
し
、
長
年
社
会
に
尽
く
さ
れ
た
お
年

寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
行

事
で
す
。

　

当
日
は
文
化
協
会
写
真
部
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、文
化
セ
ン
タ
ー
前

で
各
区
ご
と
の
集
合
写
真
と
特
設

室
で
金
婚
式
・
高
齢
者
夫
婦
・
米

寿
の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

午
前
11
時
か
ら
の
式
典
で
は
、

金
婚
式
な
ど
の
表
彰
と
来
賓
の

方
々
か
ら
の
暖
か
い
祝
辞
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、　

片
品
村
婦
人
会
第
１
・

第
３
・
第
４
支
部
、
片
品
村
文
化

協
会
芸
能
部
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
満
席
の

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

敬
老
会
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
、
長
生

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

文化協会芸能部の皆さん

壇上での表彰式の様子

婦人会のアトラクション

文化協会写真部による記念撮影

満席の会場

　

鎌
田
、
関
越
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
向
か

い
の
旧
林
書
店
の
垂
れ
幕
が
例
年
に
な

く
多
い
事
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？

　

こ
の
垂
れ
幕
は
、
中
学
校
の
部
活
動

秋
の
新
人
大
会
で
活
躍
し
た
片
品
中
各

運
動
部
の
県
大
会
出
場
を
お
祝
い
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

利
根
郡
新
人
大
会
は
団
体
戦
で
優
勝

し
た
１
校
だ
け
県
大
会
に
出
場
で
き
ま

す
。

　

顧
問
の
先
生
方
や
保
護
者
の
熱
意
が

生
徒
達
を
良
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ
た

の
か
と
思
い
ま
す
。

国道沿いの横断幕

工業統計調査にご協力を

●基準日　：12 月 31 日

●調査内容：事業所の従業者数、原材料費、製造品出荷

　　　　　　額など。

●対    　象：製造業を営む事業所

●調査方法：調査員が 12 月中旬から 21 年 1 月中旬ま

　　　　　　での間に事業所を訪問して、  調査票を配     

　　　　　　布  ・  回収します。

●調査結果：各種行政施策に利用されるほか、学校の教

　　　　　　材にも活用されます。お答えいただいた内

　　　　　　容は、統計以外の目的で使用することはあ

　　　　　　りませんので、正確に　回答してください。

●問い合わせ先

　　むらづくり観光課☎（５８）２１１２

　　県庁統計課☎０２７(２２６)２４１０

敬  

老  

会  

開  

催  

さ  

れ  

る
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近
年
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

男
性
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
も
ち
ょ
っ
と
し
た
料
理
が

出
来
る
よ
う
に
、
ま
た
、「
今
ま
で
台

所
に
立
っ
た
こ
と
が
な
い
。」「
料
理
に

興
味
は
あ
る
が…

。」
と
言
う
男
性
の

方
、
お
い
し
く
、
簡
単
に
出
来
る
料
理

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
作
り

ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

平
成
20
年
11
月
18
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

○
場　

所　

片
品
村
役
場
２
階 

調
理
室

○
対　

象　

60
歳
以
上
の
男
性

○
定　

員　

30
名

○
参
加
料　

３
０
０
円

○
申
込
み
〆
切

　

平
成
20
年
11
月
14
日
（
金
）

　

家
族
そ
ろ
っ
て
の
楽
し
い
食
卓
は
、

よ
い
食
習
慣
が
身
に
付
く
と
と
も
に
、

親
と
子
を
結
ぶ
触
れ
合
い
の
場
と
な
り

ま
す
。

わが 家 の 自 慢 料 理
舞茸の和え物 作成者　　土出　吉野　和子さん

材料

○１人分の栄養価     ｴﾈﾙｷﾞ ：ー119Kcal　　蛋白質：10.9ｇ　　脂質：7.0ｇ　　カルシウム：30ｇ　 塩分：0.9ｇ

作り方

◇舞茸の効能

～舞茸を使った料理～

・血糖値改善作用と血圧降下作用の両方をもっており、コレステロールを低くする働きがあり、高血圧、脳梗塞や心
　筋梗塞といった生活習慣病全般の改善・予防に役立ちます。

舞茸…………２００ｇ　　

鶏ササミ……１４０ｇ

人参…………１５ｇ

みつば………４～５本

　　だし汁…１００㏄

　　砂糖……小さじ１

　　 みりん…小さじ１

　　しょうゆ…大さじ１

　　塩………少々

　マヨネーズ…大さじ２

　いぐさ………大さじ１

　　（すりごまでも可）

・舞茸等材料に下味を付けておくと味がしみておいしいです。

・いぐさの代わりにわさびマヨネーズを使うと、わさびの風味が食欲をさそいます。

◇ワンポイント

（4人分）

①舞茸はさいて、ゆがく。

②鶏肉は酒につけた後、塩水で茹でて、細かくさく。

③人参はせん切りにし、塩水で茹でる。

④Ａの調味料をさっと煮立て、①～③の材料を加え、味を含ませ冷ます。

⑤みつばを長さ１㎝のざく切りにして加え、マヨネーズ、いぐさを混ぜ合わせる。

３
月 

国 

民 

年 

金 

広 

報

ほ　

え　
ね　
ー

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

そ
べ
ー
て
・
そ
べ
ー
る

　
「
お
ば
あ
さ
ん
！
こ
の
荷
物
重
た
そ
う
だ
ね
、
家
ま
で
持
っ
て
い
っ
て
あ
げ
る
よ
」・
・
・

「
こ
り
ゃ
ど
う
も
『
ほ
え
ね
ー
』
助
か
っ
た
」

　
「
ほ
え
ね
ー
」
は
、「
有
難
い
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
ば
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
重
た
い

荷
物
を
家
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、「
ほ
え
ね
ー
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
日
頃
の
生
活
の
中
で
「
ほ
え
ね
ー
」
は
良
く
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ほ
え
ね
ー
」
の
語
源
は
、
古
語
の
「
ほ
い
＝
本
意
」
か
ら
の
も
の
で
、「
ほ
い
な
し
＝

本
意
な
し
」
が
転
訛
し
「
ほ
え
ね
ー
」
に
な
っ
た
も
の
だ
と
お
も
わ
れ
ま
す
。

　
「
本
意
な
し
」
が
、
ど
う
し
て
「
有
難
う
」
に
・・
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
「
本

意
な
し
＝
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
」
こ
と
で
、「
有
難
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

昨
今
多
用
さ
れ
て
い
る
「
ど
う
も
、
ど
う
も
」
な
ど
と
は
、
一
味
違
い
ま
す
ね
。

　

特
に
年
輩
の
方
か
ら
言
わ
れ
る
と
独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
る
為
か
、
と
て
も
余
韻
が

残
り
、
温
も
り
を
感
じ
ま
す
。

　

近
年
「
ほ
え
ね
ー
」
は
会
話
の
中
に
聞
く
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
で

多
く
使
っ
て
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と
ば
の
一
つ
で
す
ね
。

{A

　
「
調
子
に
の
っ
て
あ
ん
ま
り
『
そ
べ
ー
る
』
じ
ゃ
あ
ね
ー
と
言
っ
て
お
け
」。

　
「
そ
べ
ー
る
」「
そ
べ
ー
て
」
は
、「
存
在
な
態
度
・
存
在
な
振
る
舞
い
」
の
こ
と
で
す
。

　

日
常
的
に
い
え
ば
「
態
度
が
で
か
い
」
と
か
、「
人
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

こ
の
場
合
は
、「
人
を
馬
鹿
に
す
る
な
と
言
っ
て
お
け
」
と
非
常
に
怒
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
そ
べ
ー
て
・
そ
べ
ー
る
」
の
語
源
は
、古
語
の
「
戯
え
る
」
が
転
訛
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

「
戯
え
る
」
は
「
ふ
ざ
け
る
・
あ
ま
え
る
・
馴
れ
て
戯
れ
る
」
こ
と
で
す
。

　

テ
レ
ビ
な
ど
の
お
笑
い
番
組
で
も
ツ
ッ
コ
ミ
で
鋭
い
も
の
や
、
頭
を
叩
く
な
ど
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
も
限
界
の
面
白
さ
を
ネ
タ
に
し
た
も
の
で
、
あ
れ
が
お
笑
い
で
な
く
本
気
だ
っ

た
ら
、
そ
れ
こ
そ
「
そ
べ
ー
て
」「
そ
べ
ー
る
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

大
竹　

将
彦

料
理
教
室
参
加
者
募
集

お
と
こ
の
料
理
教
室
参
加
者
募
集

　

今
回
は
、
焼
き
も
ち
や
け
ん
ち
ん
汁

な
ど
、
郷
土
食
を
テ
ー
マ
に
親
子
で
楽

し
く
料
理
を
作
り
、
会
話
を
楽
し
み
、

食
事
の
大
切
さ
を
学
ん
で
頂
く
た
め
に

左
記
の
通
り
の
計
画
を
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
開
催
日
時

　

平
成
20
年
11
月
29
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

○
場　

所　

片
品
村
役
場
２
階 

調
理
室

○
対　

象　

小
学
４
年
生
〜
小
学
６
年

　

生
と
そ
の
親
（
子
供
の
み
の
参
加
も

　

受
け
付
け
ま
す
）　

○
定　

員　

30
名

○
参
加
料　

２
０
０
円

○
申
込
み
〆
切

　

平
成
20
年
11
月
14
日
（
金
）

○
申
込
み
・
問
合
わ
せ

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８―

４
０
２
０
）

親
と
子
の
楽
し
い
料
理
教
室

参
加
者
募
集

平成 19 年度
親と子の料理教室の光景

　

10
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の
間
、

花
の
駅
広
場
に
お
い
て
、
毎
年
恒

例
の
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
も
大
き
な
作
品
や
、
昔
な

が
ら
の
ワ
ラ
で
作
っ
た
も
の
な
ど
、

村
内
外
か
ら
34
体
の
手
作
り
か
か

し
が
出
品
さ
れ
、来
場
さ
れ
た
方
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
一
般
の
皆
様
に
も
人

気
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
各
賞
が

決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
投
票
は
１

３
４
８
票
、
審
査
員
に
よ
る
票
を

加
算
し
た
結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に

は
き
き
ょ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
ん

の
「
お
と
う
さ
ん
　
カ
イ
く
ん　

」

グ
ラ
ン
プ
リ

　

き
き
ょ
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
ん
作

　
　
「
お
と
う
さ
ん　

カ
イ
く
ん　

」

に
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
若
林

三
吉
さ
ん
の
「
片
品
米
は
安
全
な

〜
の
だ
〜
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　

若
林
三
吉
さ
ん
作

　
　
「
片
品
米
は
安
全
な
〜
の
だ
〜
」

特
別
賞

　

高
山
茂
男
さ
ん
作

　
　
「
大
黒
様
」　

一
般
の
部
優
秀
賞

　

横
坂
晴
子
さ
ん
作

　
　
「
秋
の
味
覚
」

小
中
保
育
園
生
の
部
優
秀
賞

　

片
品
南
保
育
所
さ
ん
作

　
　
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　

大
収
穫
祭
」

　

出
品
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
来
場
さ
れ
て
人
気
投
票
に

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ほ
い

そ
ば

そ
ば

た
わ
む

な

　

10
月
19
日
（
日
）
築
地
尾
瀬
ド
ー

フ
旧
牛
舎
に
於
い
て
「
第
７
回
片

品
大
白
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は「
片
品
の
食
文
化
を

広
く
紹
介
す
る
」「
大
白
大
豆
で
村

興
し
」を
合
い
言
葉
と
し
て
、
地
域

の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
農
産
物
・
加
工
品
な

ど
片
品
村
を
代
表
す
る
産
品
が
集

合
し
、
展
示
即
売
さ
れ
、
各
種
体

験
コ
ー
ナ
ー
も
家
族
連
れ
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
橋
だ
ん
べ
い
踊
り
や

尾
瀬
太
鼓
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
祭

り
に
花
も
添
え
ま
し
た
。

第
９
回
か
か
し
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

片

品

大

白

祭

盛

大

に

開

催
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教育委員会　12 月の諸行事 　

20
年
度
の
か
た
し
な
映
画
会
は
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
い
映
画
を
と
い
う
映
像

教
育
の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
、
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
（
放
課
後
子
ど

も
教
室
）
と
し
て
も
内
容
を
検
討
し
ま

し
た
。

　

特
に
映
像
教
育
と
し
て
は
、
映
画
監

督
の
小
栗
康
平
氏
（
前
橋
市
出
身
）
に

作
品
を
推
薦
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
監
督
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
お
話

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
栗
監
督
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
映
画
や

ア
ニ
メ
、
あ
る
い
は
観
客
が
た
く

さ
ん
入
っ
た
話
題
の
映
画
だ
け
を

見
て
い
た
の
で
は
、
映
画
の
本
当

の
楽
し
さ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
都

市
か
ら
離
れ
た
町
や
村
で
見
る
こ

と
の
で
き
る
映
画
は
、
そ
れ
が
さ

ら
に
い
っ
そ
う
、
限
ら
れ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

映
画
は
感
覚
に
訴
え
る
側
面
が

強
い
メ
デ
ィ
ア
で
す
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
と
、
こ

れ
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
世
界
の
多
様

な
映
画
作
品
に
触
れ
て
、
子
ど
も

た
ち
の
感
覚
を
よ
り
開
か
れ
た
も

の
に
導
く
の
は
、
大
人
た
ち
の
義

務
。
映
画
の
楽
し
さ
は
、
も
っ
と

も
っ
と
幅
広
く
、
深
い
も
の
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。

上
映
作
品
・
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
赤
い
風
船
」
よ
り「小栗康平監督」

　

①
平
成
20
年
12
月
１
日(

月)

　
　

（
映
画
の
日
）

　
　

「
白
い
馬
」・「
赤
い
風
船
」

　

監
督　

ア
ル
ベ
ー
ル
・
ラ
モ
リ
ス

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

　

②
平
成
20
年
12
月
６
日(

土)  

　
　

「
あ
お
ざ
ぎ
と
鶴
」

　
　

「
霧
の
中
の
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
」

　
　

「
話
の
話
」

 　

監
督　

ユ
ー
リ
・
ノ
ル
シ
ュ
テ
イ
ン

　
　
　
　

１
回
目　

午
後
１
時
〜　
　

　
　
　
　

２
回
目　

午
後
３
時
20
分
〜

　　
　

「
映
画
の
お
も
し
ろ
さ
」

　
　
　
　
　

小
栗
監
督
講
演
会

　
　

午
後
２
時
10
分
〜
午
後
３
時
10
分

　　

③
平
成
21
年
１
月
31
日(

土)

　
　

「
泥
の
河
」
監
督　

小
栗　

康
平

　
　
　
　
　
　

１
回
目　

午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　
　

２
回
目　

午
後
３
時
〜

※

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

・
会
場
は
い
ず
れ
も
片
品
村
文
化
セ

　
　

ン
タ
ー

　

・
入
場
・
鑑
賞
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
片
品
村
教
育
委
員
会
〕

か
た
し
な
映
画
会
を
開
催
し
ま
す　

　
　

　

本
年
度
よ
り
、
再
び
片
品
村
で

勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
た
い

へ
ん
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
公
私
に
共
通
し
た
話

題
を
紹
介
し
ま
す
。

　

現
在
、
片
品
小
学
校
の
４
年
生

を
担
任
し
て
い
ま
す
。
４
年
生
で

は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
「
片

品
川
の
秘
密
」
を
テ
ー
マ
に
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。
片
品
川
に
つ

い
て
の
知
識
も
あ
ま
り
な
く
、
そ

れ
に
対
し
て
小
学
生
が
ど
ん
な
反

応
を
示
す
か
も
予
想
で
き
ず
に
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

川
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の

素
材
が
豊
富
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

ま
ず
、 「
川
を
見
に
行
こ
う
」 

と

言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
変
よ

ろ
こ
び
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
川

に
行
か
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
川
遊
び
は
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

　

次
に
、
学
習
の
め
あ
て
を
た
て

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
川
の
周
辺
の
生

き
物
に
対
し
て
、
と
て
も
興
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。
魚
、昆
虫
、コ
ケ
、

ヨ
シ
な
ど
の
水
際
の
植
物
、
川
に

集
ま
る
鳥
、
ヘ
ビ
、
カ
エ
ル
な
ど
。

魅
力
あ
る
素
材
が
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。

　

他
に
も
、
流
れ
の
速
さ
や
深
さ
、

水
温
な
ど
を
調
べ
て
い
る
子
も
い

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
35
名
の
子
ど
も

た
ち
が
近
づ
く
と
、
魚
や
鳥
は
逃

げ
て
し
ま
う
の
で
、
子
ど
も
た
ち

が
期
待
す
る
ほ
ど
の
観
察
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
。

　

私
自
身
、
川
や
魚
に
触
れ
る
こ

と
に
は
、
子
ど
も
時
代
か
ら
大
変

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
明
る
い
時
間
に
地

元
に
い
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の

で
、
す
っ
か
り
あ
き
ら
め
て
い
た

趣
味
を
復
活
さ
せ
、
夏
休
み
か
ら

は
何
度
か
、
朝
晩
を
狙
っ
て
魚
を

釣
り
に
川
に
行
っ
て
い
ま
す
。
片

品
に
は
、
豊
か
で
き
れ
い
な
水
源

が
豊
富
で
、
ま
だ
ま
だ
行
っ
て
み

た
い
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
禁
漁
期
間
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
今
か
ら
来
シ
ー

ズ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
片
品
川
の
秘
密
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
与
え
ら
れ
、
新
た
な
発
見
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

片
品
小
学
校　
　

友
松
真
樹

太田広場の河原で観察をしている児童たち

図 書 室 カレンダー   12 月りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

自然食通信社
自然食通信編集部　編

『手づくりのすすめ』
　

　「食の安全」がより強く考えられるようになった今日、
全て手づくりと気負う必要はないと思いますが、食べ物
や洋服など、暮らしを創るさまざまな工夫が楽しい仕事
であることを、教えてくれる１冊です。

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊       はお休みです。
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広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
十
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

尾
瀬
は
る
か
峡
田
輝
く
豊
の
秋

稲
掛
け
の
あ
う
ん
の
呼
吸
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

旧
姓
で
呼
び
合
ふ
八
十
路
萩
の
宿

身
に
し
む
や
松
の
風
吹
く
廐
舎
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

終
戦
日
邑
に
苔
む
す
万
才
石

雲
丹
舟
や
海
霧
と
ぶ
岩
に
鵜
の
三
羽

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

中
村　

導
子

天
高
し
靴
ひ
も
き
り
り
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

山
寺
の
鐘
の
余
韻
や
萩
こ
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

駄
菓
子
屋
に
昭
和
の
匂
ひ
祭
の
子

尾
瀬
の
風
集
め
街
道
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

夢
色
の
朱
鷺
秋
空
へ
翔
び
発
ち
ぬ

刺
避
け
て
摘
め
ば
弾
け
る
山
椒
の
実

　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

胸
割
っ
て
想
い
を
断
つ
や
八
十
の
秋

手
花
火
に
照
ら
し
だ
さ
れ
て
膝
小
僧

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子

晩
学
の
今
日
い
つ
く
し
む
秋
の
夜

菊
の
花
色
増
す
頃
に
職
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

　

残
月
を
見
え
か
く
れ
さ
す
通
院
車

　

夕
チ
ャ
イ
ム
風
を
は
ら
み
て
孔
雀
草　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

　

葛
か
ら
む
野
麦
峠
に
つ
づ
く
道

　

師
の
句
碑
や
秋
明
菊
の
花
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

　

吾
亦
紅
歌
に
き
き
入
る
喫
茶
店

　

彼
岸
花
囲
む
鳥
井
の
祭
り
旗

　
　
　
　
　
　
　
　

築
地　

千
明
お
さ
む

　

秋
晴
れ
や
園
児
の
遊
戯
ア
ン
パ
ン
マ
ン

　

秋
風
に
武
士
の
声
き
く
古
戦
場

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

　

霧
の
降
る
窓
に
目
ざ
め
て
山
の
宿

　

山
寺
の
鐘
の
ひ
び
き
に
萩
こ
ぼ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

　

ど
ん
ぐ
り
を
拾
う
園
児
の
赤
白
帽

　

稲
架
組
の
挨
拶
か
わ
す
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

　

木
の
実
落
つ
音
に
も
犬
の
耳
聡
し

　

墓
参
り
細
道
ど
こ
も
彼
岸
花

　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

　

前
向
き
に
生
き
て
孫
へ
と
稲
を
刈
る

　

秋
の
雨
待
合
室
の
人
黙
す

　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

政
夫

　

菊
日
和
久
方
ぶ
り
の
友
の
顔

　

春
秋
や
敬
老
と
ゆ
う
歳
に
な
り

☆生涯学習・社会体育関係
・かたしな映画会
・子ども会かるた大会

☆学校関係
・小学校　卒業を祝う会
・２学期終業式

◇片小 
・読み聞かせ
・友遊クラブ
※アルミ缶回収は２学期いっぱいで終了です。
　ご協力有り難うございました。
　来年度もよろしくお願いいたします。

◇北小 
・学校保健委員会②
・PTA 本部役員会⑥
　交歓会保護者打合せ会議
※学校保健委員会では、学校栄養士さんを招いて
　お弁当作りのための調理実習を行います。

◇南小
・PTA 役員･保護者合同会議
※寒くなりましたが、南小の子ども達は元気に外
　で遊んでいます！

◇武尊根小 
・学習発表会
・桜花苑交流②
・武尊根子ども教室
※学習発表会では、子どもたちが日ごろの学習の
　成果を発表します。ぜひご覧ください。

◇片中
・尾瀬地域学校保健委員会
（尾瀬高・利根中と合同）
・生徒会役員選挙
・生徒会球技大会
※職業体験・見学、片中文化の日では、
　地域の皆様に大変お世話になり、ありがとうご
　ざいました。

※予定が変更される場合もありますので、　
　あらかじめご了承ください。

1 日 ( 月 )･6 日 ( 土 )
7 日 ( 日 )

 5 日 ( 金 )
24 日 ( 水 )

10 日 ( 水 )
15 日 ( 月 )

4 日 ( 木 )

10 日 ( 水 )

2 日 ( 火 )

1 日 ( 月 )
12 日 ( 金 )
18 日 ( 木 )

10 日 ( 水 )
12 日 ( 金 )
24 日 ( 水 )

「
川
の
学
習
」
を
通
じ
て
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おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 11

おしらせ

13 広 報 か た し な        H20 .11

お 

し 

ら 

せ

「
第
60
回
人
権
週
間
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　

法
務
省
で
は
、
本
年
12
月
４
日
か
ら

同
月
10
日
ま
で
を「
第
60
回
人
権
週
間
」

と
定
め
全
国
的
な
各
種
行
事
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

前
橋
地
方
法
務
局
及
び
群
馬
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
人
権
週

間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
県
内
の
市

町
村
に
お
い
て
、
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
の
人
権
に
関
す

る
事
柄
、
い
じ
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等
の
問

題
、
困
り
ご
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方

は
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
お
近
く
の
特
設
相
談
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
料
金
は
無
料
で
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
出

か
け
下
さ
い
。

　

な
お
、
地
元
の
特
設
相
談
所
へ
お
越

し
に
な
れ
な
い
方
は
通
常
ど
お
り
前
橋

地
方
法
務
局
及
び
各
支
局
で
電
話
相
談

を
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

願
い
ま
す
。

　

片
品
村
の
相
談
所
は
次
の
と
お
り
開

設
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

12
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

相　
　
　

談

●
場
所　

片
品
村
役
場
２
階
指
導
室

　

な
お
、人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
も
、

常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
片
品
村
人
権
擁
護
委
員

　
　

大　

竹　

長　

久

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
３
１
０
０

　
　

小　

山　

倫 

太 

郎

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
３
９
５
７

　
　

青　

木　

博　

子

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
４
１
２
３

ご
存
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に

訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起

訴
し
て
く
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

費
用
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

前
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　

☎
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

　

通
り
魔
等
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
不

慮
の
死
を
遂
げ
た
被
害
者
の
ご
遺
族
や
、

身
体
に
重
大
な
負
傷
又
は
疾
病
を
受
け

受　
　
　

講

商
品
名
「
野
沢
菜
漬
」

犯
罪
被
害
給
付
費
制
度

た
被
害
者
及
び
傷
害
が
残
っ
た
被
害
者

に
対
し
て
、
社
会
の
連
帯
扶
助
の
精
神

に
基
づ
き
、
国
が
犯
罪
被
害
者
等
給
付

金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
、
経
済
的

打
撃
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

　
　

遺
族
給
付
金

　
　

重
傷
病
給
付
金

　
　

傷
害
給
付
金

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
12
月
18
日
に
は
、

「
オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
オ
ウ
ム
真
理
教

に
よ
る
犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
方
や
ご
遺
族
に
対
し
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

警
察
本
部
広
報
広
聴
課
被
害
者
支
援
室

　
　

☎
０
２
７
（
２
４
３
）
０
１
１
０

●
目　

的

　

聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
す
る
人
に
対
し
、
ビ
デ
オ
の
字
幕

製
作
の
基
礎
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
り

字
幕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
聴
覚
障

害
者
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を

聴
覚
障
害
者
字
幕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
に
つ
い
て

目
的
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
日　

時

　

平
成
21
年
１
月
29
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　

３
月
12
日
（
木
）
計
７
回

（
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
〜
３
時
30
）

●
受
講
料　

無
料

●
対
象
者

①
県
内
に
居
住　

②
全
日
程
出
席　

③

講
座
終
了
後
、
字
幕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
で
き
る
方
。　

④
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
出
来
る
。

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
橋
市
）

　

群
馬
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

　
　

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
６
３
３

　

群
馬
弁
護
士
会
で
は
、
県
民
の
皆
様

に
開
か
れ
た
弁
護
士
会
を
目
指
し
、
よ

り
法
律
相
談
を
身
近
な
も
の
と
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
10
月
１
日
よ
り
、
次
の

要
領
で
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

●
相
談
時
間　

　

祝
日
を
除
く
月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午

　

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

弁
護
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

募集（除雪ボランティア）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納

と
な
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
群
馬

社
会
保
険
事
務
局
が
委
託
し
た
会
社

が
電
話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

及
び
国
で
任
用
し
た
国
民
年
金
推
進

員
が
、
国
民
年
金
制
度
の
ご
案
内
や

保
険
料
の
収
納
の
た
め
各
家
庭
を
訪

問
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各
家

庭
へ
の
訪
問
は
、
平
日
だ
け
で
は
な

く
、
土
・
日
や
夜
間
に
も
し
て
い
ま

す
。

　

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な

い
た
め
に
、
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先
（
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
の
国
民
年
金
課
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ

ン
）
へ
）

・
渋
川
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
方
に
は
電
話
や
訪
問
等
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

国

民

年

金

だ

よ

り

●問い合わせ　片品村社会福祉協議会　☎（58）4812

　

片
品
産
の
野
沢
菜
（
季
節

限
定
）、
県
内
産
の
白
し
ょ

う
ゆ
、
下
漬
か
ら
製
品
に
な

る
ま
で
片
品
の
お
い
し
い
水

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
株
）
尾
瀬
食
品

　
　

☎（
５
８
）
３
３
９
５

　平成７年３月 20 日に発生した「地下鉄サリン事件」から 13 年が

経過していますが、警察庁特別手配被疑者３人（平田信、高橋克也、

菊池直子いずれも懸賞金がかかっています）は、依然として逃走中

です。オウム真理教関係被疑者は、殺人、逮捕監禁致死などの事件

に関して手配されており、早急に検挙しなければなりません。この

指名手配被疑者の発見にはみなさんの協力が是非とも必要です。こ

れらによく似たひとを見かけたといった情報等どんなささいなこと

でも結構ですので、警察に通報していただくようお願いします。

　　　　　　　　　●問い合わせ先　沼田警察署　☎（222）0110

～指名手配被疑者の検挙にご協力を～ 

オウム真理教特別手配・警察庁重要指名手配

平田 　信
（Ｓ40.3.27 生）

183cm位
髭が濃い
アゴがとがった感じ
血液型　Ａ型

菊地　直子
（Ｓ46.12.9 生）

159cm位
右こめかみに
小豆大のホクロ
血液型　Ｏ型

高橋　克也
（Ｓ33.4.26 生）

173cm位
中肉、眉毛が濃い
メガネを使用するこ
ともある
血液型　Ｏ型

商
品
名
「
花
豆　

甘
納
豆
」

　

“

利
根
沼
田
「
発
見
」
お
い

し
い
加
工
食
品
コ
ン
ク
ー
ル”

に
て
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
、
片
品
産
大
粒
花
豆

と
お
い
し
い
砂
糖
だ
け
の
優

し
い
味
で
す
。

あ
り
す
館

　

 　

☎（
５
８
）
３
４
２
１

「
尾

瀬

ブ

ラ

ン

ド
」
商

品

の

紹

介

　今年、片品村社会福祉協議会では、ひとり暮らし高齢者等

の生活支援や安否確認のために、除雪ボランティア「スノー

バスターズ」を立ち上げます。

　自分たちの地域の困った方を、地域住民で支え合うことを

目指します。内容は次の通りです。是非、皆さんのご協力を

お願いします。

１．内容は豪雪時のひとり暮らし高齢者等の生活路などの除

　　雪を中心に見守りをします。（屋根の雪下ろしは危険を伴

　　うので活動範囲ではありません）

２．対象範囲は地域内（組長単位） の住民が、 自分の地域内

　　を担当します。 （ボランティア登録者のいる地域から順に

　　活動を開始する予定です）

３．登録された方は社協負担でボランティア活動保険に加入    

　　します。（活動中のケガや賠償責任が保険の範囲内で補償

　　されます）

　　※車両（タイヤショベル等も含む）事故については補償

　　　の範囲ではありません。

　　●協力して下さる方は、各地区の組長さんが取りまと

　　　めをしますので、各組長さんへ申し出て下さい。
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おしらせ
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おしらせ

15 広 報 か た し な        H20 .11

●
相
談
内
容

借
金
、交
通
事
故
、相
続
、離
婚
、悪
質
商

法
、
不
動
産
ト
ラ
ブ
ル
、
債
権
回
収
、
そ

の
他
法
律
問
題
に
つ
い
て　

　
　
　

☎
０
２
７（
２
３
３
）９
３
３

　
　
　
　
（
群
馬
弁
護
士
会
占
用
回
線
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
１

学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
中
で

す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。

●
出
願
期
間　

　

平
成
21
年
２
月
28
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
資
料
請
求

　
　

☎
０
２
７（
２
３
０
）１
０
８
５
）

　

又
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

募　
　
　

集

放
送
大
学
４
月
生
募
集

健　
　
　

康

　　

糖
尿
病
の
初
期
は
症
状
が
乏
し
い
た

め
、
健
康
診
断
で
血
糖
値
の
異
常
を
指

摘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
放
置
す
る
と

重
大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
？

　

運
動
不
足
や
食
べ
過
ぎ
、
肥
満
、
遺

伝
等
に
よ
っ
て
血
糖
値
を
下
げ
る
ホ
ル

モ
ン
（
イ
ン
ス
リ
ン
）
の
効
き
が
悪
く

な
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
を
充
分
作
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
で
、
吸
収

さ
れ
な
く
な
っ
た
ブ
ド
ウ
糖
が
血
液
中

に
あ
ふ
れ
て
高
血
糖
に
な
っ
た
状
態
を

い
い
ま
す
。

　

悪
化
す
る
と
透
析
療
法
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
等
、合
併
症
を
起
こ
し
ま
す
。

次
に
あ
げ
る
よ
う
な
症
状
に
心
当
た
り

が
あ
る
方
は
受
診
し
ま
し
ょ
う

・
水
を
よ
く
飲
む

・
尿
の
量
が
多
く
な
っ
た

・
喉
が
よ
く
渇
く

・
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

・
体
重
が
減
る

全
国
糖
尿
病
週
間

　
　
　
　
　
（
11
月
10
日
〜
16
日
）

平成 20年度　国保税第６期・固定資産税第３期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

国保税 固定資産税 村全体（国保税） 村全体（固定資産税）
（平成 20年 10 月 10 日現在）

白
根
・
丸
沼

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

　

そ
れ
ま
で
元
気
で
ミ
ル
ク
も
よ
く

飲
み
、
す
く
す
く
育
っ
て
い
た
赤

ち
ゃ
ん
が
あ
る
日
突
然
死
亡
す
る
。

こ
れ
は
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
い
う
病
気
で
す
。

　

原
因
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
育
児
環
境
の
中
に
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

発
生
を
少
な
く
さ
せ
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。

あ
お
む
け
寝
で
育
て
ま
し
ょ
う

な
る
べ
く
赤
ち
ゃ
ん
を
一
人
で
寝
か

せ
な
い
こ
と
で
窒
息
や
誤
飲
、
け
が

な
ど
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す

で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
引
き
起
こ
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る

だ
け
母
乳
育
児
を
し
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
や
め
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
発
生
の
大
き
な

危
険
因
子
で
す
。
身
近
な
人
の
理
解

も
大
切
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら
喫
煙

者
に
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う

　

虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重
大
な

人
権
侵
害
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
児

童
虐
待
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
理

解
を
深
め
る
事
で
虐
待
を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
児
童
相
談
所
や

市
町
村
窓
口
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

小
さ
な
子
供
の
命
を

　
　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う
。

助
け
て
の

小
さ
な
サ
イ
ン
受
け
止
め
て

保

健

だ

よ

り
11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　

推
進
月
間
で
す

輝
�
�
�
�
�

　
　

星
野　

勤
さ
ん
（
鎌
田
）

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
新
た
に
課
税

事
業
者
（
消
費
税
の
申
告
・
納
付
が
必

要
な
方
）
と
な
る
場
合
に
は
、
納
税
地

の
所
轄
税
務
署
長
に
「
消
費
税
課
税
事

業
者
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

消
費
税
の
届
出
書
や
帳
簿
の
記
載
方

法
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は
、
所

轄
税
務
署
へ
お
電
話
い
た
だ
き
、
自
動

音
声
に
従
っ
て
番
号
「
１
」
番
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
沼
田
税
務
署

　
　
　
　
　
　

☎（
２
２
）
２
１
３
３

　
　

税

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
月
は
片
品
村
農
協
に
お
勤
め
の
星

野
勤
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
方
が
多
い
と
思
い
ま
す

が
、 

村
民
運
動
会
で
短
距
離
走
や
リ

レ
ー
で
長
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
・
高
校
時
代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に

籍
を
置
き
、
就
職
後
も
村
の
サ
ッ
カ
ー

部
と
し
て
郡
民
体
育
大
会
な
ど
に
長
く

出
場
し
て
い
ま
し
た
。

　

短
距
離
を
走
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

20
歳
を
少
し
過
ぎ
た
頃
か
ら
だ
そ
う
で

す
。村
民
運
動
会
で
区
代
表
に
選
出
さ

れ
る
と
20
歳
代
・
30
歳
代
で
１
０
０
ｍ

走
に
出
場
し
ま
し
た
。40
歳
か
ら
は
60

ｍ
走
で
毎
年
名
勝
負
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
勤
さ
ん
は
、
平
成
７
年
、
37
歳

で
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
へ
出
場
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
と
は
、男
子
は
35

歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
レ
ー
ス
出
場
が
で

き
、
自
分
の
記
録
を
求
め
て
走
る
人
・

楽
し
み
の
た
め
に
走
る
人
な
ど
が
登
録

し
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。県
大
会
、
関
東

大
会
、全
国
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　

片
品
村
か
ら
は
、
過
去
に
片
品
陸
上

ク
ラ
ブ
の
星
野
時
治
さ
ん
、
千
明
太
郎

さ
ん
（
45
歳
１
５
０
０
ｍ
県
記
録
保
持

者
）が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
せ
て
い
た
だ

く
と
県
記
録
・
大
会
記
録
が
あ
り
、
２

０
０
ｍ
の
欄
を
見
る
と
、Ｍ
35
（
男
子
35

歳
か
ら
39
歳
）
県
記
録
23
秒
７　

星
野

勤　

１
９
９
５
と
あ
り
ま
し
た
。Ｍ
40
・

Ｍ
45
も
同
じ
く
勤
さ
ん
が
県
記
録
保
持

者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
ｍ
は
全
国
大
会
で
２
位
に
１

回
な
っ
た
以
外
、
過
去
出
場
し
た
全

レ
ー
ス
が
１
位
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

４
０
０
ｍ
に
つ
い
て
は
、
中
学
時
代

の
恩
師　

相
沢
尚
治
先
生
が
25
年
間
保

持
し
て
い
た
県
記
録
58
秒
64
を
こ
の
７

月
、
関
東
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手

権
大
会
で
２
秒
58
短
縮
し
１
位
に
な
り

ま
し
た
。

　

練
習
方
法
を
た
ず
ね
る
と
、
鎌
田
の

自
宅
か
ら
穴
沢
ま
で
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

や
、
自
転
車
で
白
根
御
苑
ま
で
走
っ
た

り
、
週
末
、
片
中
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
る
時

は
、
ス
タ
ー
ト
の
練
習
な
ど
を
す
る
そ

う
で
す
。

　

走
法
は
独
学
で
、
最
初
は
同
級
生
で

研
究
熱
心
な
入
澤
正
次
郎
さ
ん
か
ら
教

わ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
足
の
筋
肉
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
が
走

る
の
が
楽
し
い
。怪
我
を
せ
ず
長
く
走

り
た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※

長
距
離
・
短
距
離
ど
ち
ら
を
走
っ
て

も
速
い
勤
さ
ん
、  

人
生
は  

” 
ゆ
っ
く

り   

”
歩
ん
で
く
だ
さ
い
。

勤務先の農協旅行センターにて

　

　１９３２年英国で始まったマスターズ陸上競技会は、その
後欧米に広がり、１９７５年カナダのトロントで第１回世界
マスターズ陸上競技選手権大会へと発展しました。わが国の
マスターズ陸上競技は１９７８年１月和歌山で産声を上げま
した。ついで、１９８０年４月、日本初の五輪金メダリストで
ある織田幹雄氏を会長に日本マスターズ陸上競技連合が創立
されました。その年に第１回全日本マスターズ陸上競技選手
権大会が和歌山で開催されてから毎年開催されています。

マスターズ陸上の歴史

国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
た
２
０
０
５

全
日
本
大
会
１
０
０
ｍ
走




